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子ども の家庭生 活と共感性、 個別性、セ ルフ・エステ ィーム（第2 報）m 族 の心理 的関係において

木田淳子* 奈良由美子’、藤田祥子、守野美佐子、高野愛子、○辰巳理恵子、野口知有”、藤本多賀子”

（,大阪教育大、“ 大阪教育大・院）

目的：家族の心理的関係に焦点を当て、子どもの共感性、個別性、セルフ・エスティーム

に、どのような影響を与えているのかを明らかにする。

方法：小５・中2  ･ 高２を対象として、間接配布・間接回収による質問紙調査を行った。

家族との心理的関係として、家族の精神安定化機能、家族からの受容、家族からの

暴力の３項目を挙げ、共感性、個別性、セルフ・エスティームとの関連を、 が 検

定によって考察する。

結果：共感性に対しては、家族といるとほっとする（家族の精神安定化機能）、ありのま

まの自分を認めてくれる・愛されている（家族からの受容）が、プラスの影響を及

ぼしている。

個別性に対しては、家族といるとほっとする（家族の精神安定化機能）、ありのま

まの受容（家族からの受容）が、プラスの影響を及ぼしている。

セルフ・エスティームに対しては、家族といるとほっとする（家族の精神安定化機

能）、ありのままの自分を認めてくれる・愛されている（家族からの受容）が、プ

ラスの影響を及ぼし、心が傷つくような事をされたり言われた（家族からの暴力）

が、マイナスの影響を及ぼしている。

2 Ep- 3 子ど もの家庭生 活と共 感性、個別性、セ ルフ・ エステ■1 ー ム（第３報） 家族 コミ ュニケーションにおいて

木田淳子’、奈良由美子z 藤田祥子、守野美佐子、高野愛子、辰巳理恵子、野口知有”、○藤本多賀子”

（ 大゙阪教育大XX 大阪教育大・院）

（目的）家庭生活の共同の一要因となる家族コミュニケーションが、子どもの共感性、個

別性、セル７エスティームの形成にどのような影響を及ぼすかを明らかにする。

（方法）大阪府内の小学校５年生、中学校２年生、高等学校２年生を対象に、質問紙法に

基づく調査を実施した。具体的には、家族コミュニケーションを（D会話頻度、④

会話における親の子どもに対する受容的対応､（i）共感的理解、ｅ 肯定的一否定的

認知の４側面でとらえ、それらと子どもの共感性、個別性、セルフこ スティーム

との関連をx^ 検定結果に基づき考察する。

（結果）次のことが明らかとなった。

１）家族会話頻度は、子どもの共感性、個別性、セルフ･エスティームにプラスの影響

を及ぼしている。

2 ）会話における親の子どもに対する受容的対応、肯定的認知は、いずれも子どもの

共感性、個別性、セル'みエスティームにプラスの影響を及ぼしている。

３）会話における親の子どもに対する共感的理解は、子どもの個別性、セルフｃ ステ

ィームにプラスの影響を及ぼしている。

4 ）会話における親の子どもに対する否定的認知は、子どものセルフ･エスティームに

マイナスの影響を及ぼしている。
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